
Title 第二部　部局史．　留学生センター

Citation 北大百二十五年史, 通説編, 1157-1169

Issue Date 2003-12-25

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/28201

Type departmental bulletin paper

File Information hokudai125yr_tsuusetsu_1157.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



留

学

生

セ

ン

タ

ー



第
一
章

留
学
生
セ
ン
タ
ー
設
立
前

第
一
節

受
入
れ
留
学
生
の
変
遷

留
学
生
セ
ン
タ
ー
設
立
前
の
本
学
の
留
学
生
受
入
れ
は
、
古
く
は
、
札
幌
農
学
校
時
代
に
遡
る
。
農
学
校
に
初
め
て
や
っ
て
き
た
外

国
人
留
学
生
（
以
下
、
留
学
生
）
は
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
四
月
に
農
芸
科
に
入
学
し
た
清
国
か
ら
の
周
忠
緯
で
あ
っ
た
。
周

は
、
在
学
一
カ
月
ほ
ど
で
退
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
に
は
、
農
学
校
卒
業
生
で
清
国
山
東
省
農
桑
顧

問
と
な
っ
た
谷
井
恭
吉
（
一
八
九
三
年
）
に
引
率
さ
れ
た
清
国
人
一
九
名
が
予
修
科
や
農
芸
科
に
入
学
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

彼
ら
の
中
に
は
中
途
退
学
す
る
者
も
多
く
、
札
幌
農
学
校
―
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
時
代
を
通
じ
て
一
年
に
平
均
二
〜
三
名
の
卒
業

生
が
出
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
ま
で
の
卒
業
生
三
五
名
の
う
ち
、
イ
ン
ド
人
一
名
、
朝
鮮
人
三
名
の
他
は
全

て
清
国
出
身
者
で
あ
っ
た
。

次
に
、
第
二
次
大
戦
後
の
空
白
期
を
経
て
、
文
部
省
が
国
費
外
国
人
留
学
生
制
度
を
定
め
た
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
以
降
、
留

学
生
セ
ン
タ
ー
設
立
前
ま
で
の
本
学
の
留
学
生
の
受
入
れ
状
況
を
概
観
し
た
い
。
こ
の
時
期
は
、
外
国
政
府
派
遣
留
学
生
の
受
入
れ
が

開
始
さ
れ
る
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
を
境
に
前
期
と
後
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
前
期
で
あ
る
が
、
ま
だ
本
格
的
な
留

学
生
受
入
れ
が
始
ま
っ
て
い
な
い
時
期
で
あ
っ
た
。
本
学
が
戦
後
初
め
て
留
学
生
を
受
入
れ
た
の
は
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
の
理

学
部
の
二
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
留
学
生
在
籍
数
は
漸
増
し
、
一
九
六
五（
昭
和
四
〇
）年
に
は
留
学
生
の
総
数
は
三
〇
人
台
に
な
っ

た
。
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
七
八
年
ま
で
の
二
〇
年
間
に
在
籍
し
た
留
学
生
の
出
身
地
を
み
る
と
、
四
五
カ
国
二
地
域
に
の
ぼ
っ
て
い

る
。
国
・
地
域
別
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
最
も
多
く
四
五
名
、
台
湾
三
二
名
、
韓
国
二
〇
名
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
一
六
名
、
ア
メ
リ
カ
一
八
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名
、マ
レ
ー
シ
ア
一
三
名
、フ
ィ
リ
ピ
ン
七
名
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
時
期
の
本
学
の
留
学
生
で
特
徴
的
な

点
は
、
全
国
の
比
率
に
比
べ
て
ア
ジ
ア
地
域
の
留
学

生
の
比
率
が
相
対
的
に
低
く
、
中
南
米
地
域
が
多
い

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）

年
以
来
、
北
海
道
の
奨
学
金
を
得
た
中
南
米
の
日
系

留
学
生
が
毎
年
三
〜
四
人
入
学
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
は
文
化
大
革
命
の

影
響
を
受
け
て
一
人
も
い
な
か
っ
た
。

後
期
は
、
外
国
政
府
派
遣
留
学
生
を
新
た
に
受
入

れ
、
そ
れ
と
と
も
に
私
費
留
学
生
も
激
増
し
た
時
期

で
あ
る
。
文
化
大
革
命
を
経
て
、
一
九
七
八
（
昭
和

五
三
）
年
に
大
学
院
を
再
開
し
た
中
国
が
、
政
府
派

遣
留
学
生
を
日
本
に
送
り
出
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
で
あ
る
。
ま
た
、
本
学

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
派
遣
留
学
生

も
併
せ
て
受
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
国
政
府
派

遣
留
学
生
制
度
は
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
の
四
人

を
最
後
に
打
ち
切
ら
れ
た
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
マ

私 費＊

１

１
１
５
１１
５
４
２
６
６
５
７
７
７
５
１０
７
１２
１０
８

政府派遣国 費＊

１

１
３
１
３
３
４
３
４
５
４
３
３
５
７
９
１８
１１
８
１６

在籍総数
２
１
２
６
１３
２４
２９
３２
３４
３３
３５
３１
２９
３２
３５
３４
４１
５５
５５
５３
５４

年 度
１９５８（Ｓ．３３）
１９５９（Ｓ．３４）
１９６０（Ｓ．３５）
１９６１（Ｓ．３６）
１９６２（Ｓ．３７）
１９６３（Ｓ．３８）
１９６４（Ｓ．３９）
１９６５（Ｓ．４０）
１９６６（Ｓ．４１）
１９６７（Ｓ．４２）
１９６８（Ｓ．４３）
１９６９（Ｓ．４４）
１９７０（Ｓ．４５）
１９７１（Ｓ．４６）
１９７２（Ｓ．４７）
１９７３（Ｓ．４８）
１９７４（Ｓ．４９）
１９７５（Ｓ．５０）
１９７６（Ｓ．５１）
１９７７（Ｓ．５２）
１９７８（Ｓ．５３）

私 費
２２
１０
１６
２３
２６
２８
４０
５７
８０
９１
９５
１１５
１５３
１８０
１９９
２３７
２７３
２７７
２７７
２９９
２９０
３３４

政府派遣
３
１５
１８
２７
４２
４２
４４
５３
５４
４４
３６
３４
３４
３３
３２
２４
２３
２０
１９
１９
１８
１３

国 費
１９
２７
３３
５２
５８
７８
７９
１１６
１３０
１５９
１６１
１７４
１７５
１８４
１９６
１８３
１７９
１９７
１９８
２２１
２４８
２５８

在籍総数
４４
５２
６７
１０２
１２６
１４８
１７０
２２６
２６４
２９４
２９２
３２３
３６２
３９７
４２７
４４４
４７５
４９４
４９４
５３９
５５６
６０５

年 度
１９７９（Ｓ．５４）
１９８０（Ｓ．５５）
１９８１（Ｓ．５６）
１９８２（Ｓ．５７）
１９８３（Ｓ．５８）
１９８４（Ｓ．５９）
１９８５（Ｓ．６０）
１９８６（Ｓ．６１）
１９８７（Ｓ．６２）
１９８８（Ｓ．６３）
１９８９（Ｈ．１）
１９９０（Ｈ．２）
１９９１（Ｈ．３）
１９９２（Ｈ．４）
１９９３（Ｈ．５）
１９９４（Ｈ．６）
１９９５（Ｈ．７）
１９９６（Ｈ．８）
１９９７（Ｈ．９）
１９９８（Ｈ．１０）
１９９９（Ｈ．１１）
２０００（Ｈ．１２）

表１ 年度別学費負担別在籍外国人留学生数
１９５８（昭和３３）～２０００（平成１２）年度

＊ 年度別新規受入数
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レ
ー
シ
ア
は
現
在
も
政
府
派
遣
留
学
生
を
日
本
に
送
り
続
け
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
本
学
留
学
生
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
全
国
平
均

に
比
べ
て
国
費
留
学
生
の
比
率
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
か
ら
留
学
生
セ
ン
タ
ー
が
創
設
さ
れ
た
一
九
九
一

（
平
成
三
）年
ま
で
、
国
費
留
学
生
数
が
私
費
留
学
生
数
を
一
貫
し
て
上
回
っ
て
い
た
。
留
学
生
在
籍
数
は
、
一
九
八
二（
昭
和
五
七
）

年
に
は
一
〇
〇
名
を
超
え
、
そ
の
後
も
順
調
に
増
加
し
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
に
は
、
三
二
三
名
を
数
え
て
い
る
。

第
二
節

外
国
人
留
学
生
会
館
の
設
立

一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
三
月
二
十
六
日
に
、
外
国
人
留
学
生
会
館
（
延
べ
九
五
八
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、
定
員
四
五
名
、
単
身

用
）
が
落
成
、
同
年
六
月
一
日
に
開
館
し
た
。
こ
れ
は
、
留
学
生
課
程
を
持
た
な
い
国
立
大
学
に
初
め
て
設
け
ら
れ
た
留
学
生
の
た
め

の
宿
舎
で
あ
る
。
寒
く
て
長
い
冬
に
備
え
、
集
中
暖
房
設
備
が
整
っ
て
お
り
、
東
南
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
暑
い
国
々
か
ら
の
学

生
に
と
っ
て
は
待
望
の
宿
舎
で
あ
っ
た
。
入
居
に
関
し
て
は
、
国
費
優
先
で
は
あ
っ
た
が
、
入
居
期
間
に
制
限
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
家
族
同
伴
者
を
除
い
て
本
学
に
在
籍
す
る
ほ
と
ん
ど
の
留
学
生
が
入
寮
し
た
。
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
四
月
一

日
に
学
生
寮
と
し
て
現
恵
迪
寮
が
設
置
さ
れ
た
際
に
は
、
男
子
単
身
用
と
し
て
四
〇
室
が
留
学
生
に
も
確
保
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
八

四
（
昭
和
五
九
）
年
四
月
一
日
に
は
、
女
子
単
身
寮
の
霜
星
寮
が
設
置
さ
れ
、
こ
こ
に
も
留
学
生
用
と
し
て
一
五
室
が
確
保
さ
れ
た
。

こ
れ
で
、
留
学
生
の
単
身
用
宿
舎
は
一
〇
〇
室
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
留
学
生
の
急
増
に
伴
い
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
九
月
十

六
日
に
は
、「
外
国
人
留
学
生
会
館
規
則
」
を
一
部
改
正
し
、
入
居
資
格
に
国
費
、
私
費
に
よ
る
区
別
を
行
わ
な
い
こ
と
に
し
、
入
居

期
間
を
二
年
以
内
に
制
限
し
た
。

留
学
生
会
館
の
管
理
運
営
責
任
者
は
学
生
部
長
で
あ
り
、
会
館
の
管
理
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
大
学
外
国

人
留
学
生
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
。
会
館
開
設
二
年
後
の
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
四
月
一
日
に
、
留
学
生
相
談
主
事
（
教
育
学
部

部 局 史 1160



所
属
）
が
発
令
さ
れ
、
伊
藤
博
（
助
教
授
）
が
着
任
、
留
学
生
会
館
に
配
属
さ
れ
た
。
留
学
生
相
談
主
事
の
職
務
は
、「
会
館
に
居
住

す
る
留
学
生
の
修
学
、
研
究
及
び
生
活
上
の
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
、
指
導
又
は
助
言
す
る
も
の
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。

留
学
生
会
館
の
開
設
か
ら
留
学
生
相
談
主
事
発
令
ま
で
は
、
先
に
配
置
さ
れ
た
学
生
部
事
務
官
一
名
が
、
施
設
の
保
全
管
理
、
館
費
徴

収
、
入
居
・
退
居
事
務
な
ど
の
本
来
の
事
務
職
に
加
え
、
留
学
生
相
談
等
も
行
っ
て
い
た
が
、
留
学
生
相
談
主
事
発
令
後
は
、
両
者
の

役
割
分
担
が
明
確
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

留
学
生
に
対
す
る
日
本
語
教
育
は
、
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
に
、
留
学
生
相
談
主
事
と
非
常
勤
講
師
一
名
が
、
留
学
生
会
館
図

書
室
と
別
室
を
利
用
し
て
六
カ
月
間
の
「
補
習
と
し
て
の
日
本
語
教
育
」
を
開
講
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。
一
九
七
四
（
昭
和

四
九
）
年
に
は
四
ク
ラ
ス
開
講
さ
れ
、
留
学
生
の
増
加
に
伴
い
、
専
門
の
日
本
語
教
育
担
当
者
に
よ
る
日
本
語
教
育
コ
ー
ス
の
開
設
が

強
く
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
三
節

言
語
文
化
部
の
創
設

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
四
月
に
言
語
文
化
部
が
創
設
さ
れ
た
。
言
語
文
化
部
は
当
初
語
学
七
系
か
ら
な
っ
て
い
た
が
、
二
年
後

に
は
日
本
語
系
が
増
設
さ
れ
た
。
そ
の
創
設
の
年
に
、
文
部
省
か
ら
期
間
一
年
の
「
日
本
語
・
日
本
文
化
研
修
留
学
生
」（
日
研
生
）

の
受
入
れ
打
診
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
同
年
十
月
よ
り
ア
メ
リ
カ
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
か
ら
の
三
名
と
中
国
か
ら
の
二
名
の

留
学
生
に
対
す
る
日
本
語
、
日
本
文
化
の
講
義
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
四
月
に
村
崎
恭
子
（
教
授
）
が
日
本

語
系
教
官
と
し
赴
任
し
、
同
年
十
月
か
ら
は
大
学
院
進
学
予
定
者
を
受
入
れ
る
「
日
本
語
研
修
コ
ー
ス
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
は

日
本
語
を
全
く
の
初
歩
か
ら
学
ぶ
六
カ
月
の
日
本
語
集
中
コ
ー
ス
で
あ
る
。

一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
四
月
か
ら
は
外
国
語
特
別
講
義
と
し
て
日
本
語
ク
ラ
ス
が
三
レ
ベ
ル
開
講
さ
れ
た
。
こ
れ
は
学
内
の
す

1161 留学生センター



べ
て
の
留
学
生
を
対
象
と
し
た
日
本
語
補
講
コ
ー
ス
で
あ
る
。
言
語
文
化
部
は
ま
た
、
学
部
在
籍
の
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
「
日
本

事
情
」
の
講
義
の
責
任
部
局
と
も
な
っ
た
。

第
二
章

留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
設
立

第
一
節

留
学
生
一
〇
万
人
受
入
れ
計
画

中
曽
根
康
弘
首
相
の
指
示
に
よ
り
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
六
月
に
「
二
一
世
紀
へ
の
留
学
生
政
策
懇
談
会
」
が
設
置
さ
れ
、
同

年
八
月
に
は
、
同
懇
談
会
か
ら
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
留
学
生
政
策
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
「
二
一
世
紀
へ
の
留
学

生
政
策
に
関
す
る
提
言
」
が
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
文
部
大
臣
に
報
告
さ
れ
た
。
上
記
提
言
を
踏
ま
え
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年

文
部
省
学
術
国
際
局
留
学
生
課
は
、
二
一
世
紀
初
頭
に
お
け
る
一
〇
万
人
の
留
学
生
受
入
れ
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
、
こ
れ
に
対

応
し
て
講
ず
べ
き
基
本
的
な
方
策
を
取
り
ま
と
め
た
。
こ
れ
を
受
け
て
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
に
は
「
北
海
道
大
学
留
学
生
教
育
セ

ン
タ
ー
」
の
構
想
が
提
出
さ
れ
、
同
構
想
は
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
四
月
の
北
海
道
大
学
「
留
学
生
セ
ン
タ
ー
」
発
足
に
結
実
す
る
。

第
二
節

留
学
生
セ
ン
タ
ー

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
、
東
京
大
学
、
京
都
大
学
、
広
島
大
学
に
留
学
生
セ
ン
タ
ー
が
初
め
て
設
置
さ
れ
た
。
本
学
の
留
学
生
セ
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ン
タ
ー
は
、
そ
の
翌
年
の
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
四
月
十
二
日
付
け
で
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
設
置
の
目

的
は
、
留
学
生
に
対
す
る
日
本
語
教
育
と
修
学
・
異
文
化
適
応
上
の
指
導
等
及
び
こ
れ
に
必
要
な
調
査
・
研
究
を
実
施
す
る
と
と
も
に

全
学
的
な
指
導
援
助
体
制
の
体
系
化
、
総
合
化
を
図
り
、
留
学
生
に
対
す
る
教
育
指
導
の
充
実
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
し
て
は
、
次
の
五
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
留
学
生
に
対
す
る
日
本
語
教
育
の
実
施
主
体
を
一
元
化
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
化
等
に
よ
る
日
本
語
教
育
の
効
果
的
実
施
を
図

る
。

②
留
学
生
特
有
の
教
育
研
究
上
あ
る
い
は
社
会
生
活
へ
の
悩
み
に
関
す
る
指
導
の
充
実
を
図
る
。
な
お
、
留
学
生
専
門
教
育
教
官
、
留

学
生
指
導
教
官
、
学
生
交
流
専
門
委
員
会
教
官
等
の
協
力
を
得
て
、
各
学
部
等
と
の
緊
密
な
連
携
を
も
と
に
、
全
学
的
な
留
学
生
の

指
導
援
助
体
制
の
一
元
化
を
図
る
。

③
留
学
生
が
自
由
に
出
入
り
し
、
留
学
生
相
互
又
は
日
本
人
学
生
と
の
交
流
の
場
と
す
る
と

と
も
に
、
宿
舎
、
奨
学
金
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
交
流
会
等
の
情
報
提
供
の
場
と
す
る
。

④
留
学
生
交
流
推
進
協
議
会
を
通
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
情
報
交
換
等
を
行
い
、
留

学
生
に
対
す
る
支
援
事
業
等
の
推
進
を
図
る
。

⑤
前
述
の
役
割
の
他
、
諸
外
国
の
留
学
生
制
度
に
係
る
関
係
資
料
の
収
集
・
整
理
を
図
り
、

海
外
へ
の
留
学
希
望
者
に
対
す
る
指
導
体
制
の
整
備
充
実
に
も
資
す
る
。

留
学
生
セ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
い
、
留
学
生
相
談
主
事
の
教
官
定
員
一
名
（
助
教
授
）
が
留

学
生
セ
ン
タ
ー
に
配
置
さ
れ
た
。
言
語
文
化
部
で
行
っ
て
い
た
留
学
生
に
対
す
る
日
本
語
教

育
は
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
に
移
管
す
る
こ
と
と
な
り
、
同
部
か
ら
日
本
語
教
育
担
当
の
教
官

定
員
三
名
（
教
授
二
名
、
助
教
授
一
名
）
が
留
学
生
セ
ン
タ
ー
に
振
り
替
え
ら
れ
る
と
共
に
、
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新
規
に
教
官
定
員
二
名
（
留
学
生
指
導
部
門
教
授
一
名
、
日
本
語
教
育
担
当
助
教
授
一
名
）
が
措
置
さ
れ
た
。
但
し
、
言
語
文
化
部
に

お
け
る
当
面
の
日
本
語
系
の
研
究
体
制
維
持
の
た
め
、
振
り
替
え
ら
れ
た
三
名
の
教
官
定
員
の
う
ち
二
名
分
（
教
授
一
名
、
助
教
授
一

名
）
を
一
年
更
新
で
留
学
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
言
語
文
化
部
へ
貸
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
貸
与
関
係
は
、
一
九
九
三
（
平
成
五
）

年
三
月
、
二
人
の
異
動
を
も
っ
て
解
か
れ
、
新
た
に
二
名
の
教
官
が
補
充
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
後
、
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年

と
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に
日
本
語
教
育
担
当
教
官
二
名
（
教
授
一
名
、
助
教
授
一
名
）
が
措
置
さ
れ
た
。
留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
管

理
運
営
に
つ
い
て
は
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
三
節

創
設
後
の
歩
み

初
代
セ
ン
タ
ー
長
に
は
、
歯
学
部
の
下
河
邊
宏
功
（
教
授
）
が
就
任
し
、
日
本
語
教
育
担
当
の
村
崎
恭
子
（
教
授
）
が
言
語
文
化
部

よ
り
配
置
換
え
と
な
り
、
関
道
子
（
助
教
授
）
が
留
学
生
指
導
部
に
赴
任
し
た
。
一
九
九
二
年
（
平
成
四
）
三
月
に
は
日
本
語
教
育
部

に
山
下
好
孝
（
助
教
授
）
が
着
任
、
同
年
四
月
に
は
、
指
導
部
に
米
山
道
男
（
教
授
）
が
赴
任
し
た
。
同
年
十
月
に
は
、
村
崎
恭
子
（
教

授
）
が
横
浜
国
立
大
学
に
転
出
し
、
門
脇
誠
一
（
教
授
）
が
赴
任
し
た
。
な
お
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
事
務
は
、
庶
務
部
国
際
交
流
課

留
学
生
掛
か
ら
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
四
月
に
設
置
さ
れ
た
留
学
生
課
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
に

庶
務
部
留
学
生
課
は
、
学
務
部
留
学
生
課
と
な
っ
た
。

一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
度
前
期
か
ら
は
、
言
語
文
化
部
特
殊
講
義
の
流
れ
を
く
む
全
学
向
け
日
本
語
補
講
「
一
般
日
本
語
」
が
拡

充
改
組
さ
れ
、
受
講
生
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
。
ま
た
、
同
コ
ー
ス
は
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
よ
り
「
全
学
日
本
語
」
と
名
称
を
変

え
、
初
級
に
関
し
て
は
年
四
回
開
講
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
学
期
途
中
で
渡
日
し
た
留
学
生
に
、
日
本
語
の
初
歩
を
学
ぶ
機

会
を
数
多
く
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
語
教
育
部
に
は
、
同
年
六
月
に
小
林
由
子
（
講
師
）
が
、
七
月
に
は
佐
藤
豊
（
助
教
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授
）
が
、
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
四
月
に
は
小
林
ミ
ナ
（
助
教
授
）
が
着
任
し
た
。

留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
建
物
は
、
百
年
記
念
会
館
を
仮
住
ま
い
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
二
月
、
農
学
部

前
の
旧
図
書
館
に
移
転
し
た
。
そ
し
て
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
新
営
が
認
め
ら
れ
、
一

九
九
四
（
平
成
六
）
年
七
月
十
四
日
に
竣
工
式
を
迎
え
た
。
同
年
十
月
期
よ
り
、
こ
れ
ま
で
言
語
文
化
部
で
行
わ
れ
て
い
た
日
本
語
の

講
義
が
留
学
生
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
同
年
十
月
に
は
中
村
重
穂
（
助
教
授
）
が
着
任
し
た
。

ま
た
、
留
学
生
の
健
康
相
談
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
十
一
月
よ
り
試
行
的
に
週
に
半
日
（
木
曜
日
午
後
）
医
学
部

の
医
師
を
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
委
嘱
し
て
行
わ
れ
て
き
た
が
、
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
十
月
、
担
当
医
師
の
異
動
等
の
た
め
中
止

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
こ
の
た
め
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
十
二
月
か
ら
、
新
た
に
留
学
生
セ
ン
タ
ー
相
談
室
、
学
生
相
談
室
、

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
の
三
者
間
に
よ
る
有
機
的
な
連
携
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
四
月
に
は
、
二
代
目
セ
ン
タ
ー
長
に
獣
医
学
部
の
金
川
弘
司
（
教
授
）
が
就
任
し
た
。
一
九
九
七
（
平
成

九
）
年
四
月
、
日
本
語
教
育
部
の
門
脇
誠
一
（
教
授
）
が
文
学
部
に
転
出
し
た
。

第
四
節

短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
立
大
学
に
お
け
る
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
度
に
（
財
）
日
本
国
際
教
育
協
会
に
よ
る
「
短
期
留
学

推
進
制
度
」
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
イ
ヤ
ー
・

ア
ブ
ロ
ー
ド
や
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
エ
ラ
ス
ム
ス
計
画
を
モ
デ
ル
に
、
母
国
の
大
学
に
在
籍
し
た
ま
ま
一
年
間
程
度
の
短
期
留
学
を
希
望
す
る

学
生
を
受
入
れ
る
た
め
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
、
ま
ず
九
州
大
学
、
東
京

大
学
教
養
学
部
、
筑
波
大
学
で
開
始
さ
れ
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
度
に
は
東
北
大
学
、
千
葉
大
学
、
名
古
屋
大
学
、
大
阪
大
学
、
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広
島
大
学
、
翌
年
度
に
は
本
学
と
、
横
浜
国
立
大
学
、
京
都
大
学
で
そ
れ
ぞ
れ
開
始
さ
れ
た
。
本
学
で
の
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
設

に
伴
い
、
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
に
は
短
期
留
学
担
当
教
官
二
名
（
教
授
一
名
、
助
教
授
一
名
）
が
措
置
さ
れ
、
同
年
十
月
に
常
田

益
代
（
教
授
）
と
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ィ
ル
コ
ラ
（
助
教
授
）
が
着
任
し
た
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
初
の
受
講
生
と
な
っ
た
の
は
、
本
学
が

大
学
間
交
流
協
定
ま
た
は
、
学
部
間
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
海
外
の
大
学
か
ら
の
一
三
名
で
あ
る
。
受
講
生
は
国
際
交
流
科
目
の

他
に
全
学
日
本
語
コ
ー
ス
で
日
本
語
を
学
ん
で
い
る
。

一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
一
月
に
は
日
本
語
教
育
部
に
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
エ
ド
ガ
ー
・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
（
教
授
）
が
着
任
し
た
。
同

年
四
月
に
は
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
長
に
大
学
院
工
学
研
究
科
の
長
谷
川
淳
（
教
授
）
が
就
任
し
、
佐
藤
豊
（
助
教
授
）
が
国
際
基
督
教

大
学
に
転
出
し
た
。
ま
た
、
六
月
に
は
、
日
本
語
教
育
部
に
柳
町
智
治
（
助
教
授
）
が
着
任
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二
）
年
度
よ
り
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
教
官
が
大
学
院
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
日
本
言
語
文
化
論
講
座
を

担
当
す
る
よ
う
に
な
り
、
異
文
化
理
解
教
育
、
日
本
語
教
育
の
後
継
者
育
成
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

（
執
筆

米
山
道
男
・
関
道
子
・
山
下
好
孝
）
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献
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１９８６年
１９８７年
１９８８年
１９８９年
１９９０年
１９９１年
１９９２年
１９９３年
１９９４年
１９９５年
１９９６年
１９９７年
１９９８年
１９９９年
２０００年

北海道大学サマーセッ
ション参加学生数

８

１７

２４

３２

４０

３７

３８

３４

３７

２０

２０

２７

１９７８年
１９７９年
１９８０年
１９８１年
１９８２年
１９８３年
１９８４年
１９８５年
１９８６年
１９８７年
１９８８年
１９８９年
１９９０年
１９９１年
１９９２年
１９９３年
１９９４年
１９９５年
１９９６年
１９９７年
１９９８年
１９９９年
２０００年

HUSTEP参加学生数
１３
１１
１８
２２

１９９７年
１９９８年
１９９９年
２０００年

日本語研修生受講数推移
（ ）学内公募履修生内数

（０）
（１）
（６）
（６）
（４）
（５）
（２）
（１）
（０）
（１）
（０）
（１）
（１）
（７）
（５）
（６）
（６）
（５）
（５）
（３）
（３）
（１）
（４）
（２）
（３）
（１１）
（６）
（６）
（３）
（５）
（１）
（２）
（２）
（５）

＊ 日韓学生プログラムを含む

９
６
１４
８
１５
１２
１２
７
１４
１７
６
１６
９
２６
２０
３１
１２
２９
２２
２４
１７
１５
１７
２５
１４
３１
２３
３１
２２
２５
３０
２０
２１
２７
１４

１０月期
４月期
１０月期
４月期
１０月期
４月期
１０月期
４月期
１０月期
４月期
１０月期
４月期
１０月期
４月期
１０月期
４月期
１０月期
４月期
１０月期
４月期
１０月期
４月期
１０月期
４月期
１０月期
４月期
１０月期
４月期
１０月期
４月期
１０月期
４月期
１０月期
４月期
１０月期

１９８３年
１９８４年

１９８５年

１９８６年

１９８７年

１９８８年

１９８９年

１９９０年

１９９１年

１９９２年

１９９３年

１９９４年

１９９５年

１９９６年

１９９７年

１９９８年

１９９９年

２０００年

資料１ 日本語教育部担当各コース学生数推移
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留学生総数
１４８

１７０

２２６

２６４

２９４

２９２
３０７
３２３
３５４

３６２
３８１
３９７

４１６

４２７

４４８

４４

４８７

４７５

４９６

４９４

５２６

４９４

５６３

５３９

５９６

５５６

５９０

６０５

合計
３１

４０
２２
８９

３２
４７

８５
９５
８９
８６
６１
５５
５７
５６

１４０
１３８
１５４

１４５

１７４

１９６

１８５

１９１

２２８
４７
１７４
４２
１４８
２５
２０７
２７

２０１
３３
３１６
６２
３０６
５３
３４５
６７
３１４
６１
３４４
６９
３４５
５２

文章表現３
６

１０

１３

１４

１１

１７

１８

文章表現２
１０

１４

１５

１７

１３

２２

１９

文章表現１
１３

２３

１８

１９

２４

１５

２０

読解３
１１

１０

１１

１０

１０

２０

１５

読解２
１８

１５

１４

２７

１７

２１

２２

会話２Ｂ
１５

１４

１４

１７

読解１
１０

１６

１９

２０

１９

１０

２３

会話２Ａ
２２

１０

１４

１９

口頭表現３
１０

１０

１４

１５

１５

１９

２１

会話１Ｂ
２０

１８

１７

１０

口頭表現２
１２

２３

１２

１６

２０

１４

１６

作文２
１８
作文２
１８

会話１Ａ
１５

１７

１８

２２

口頭表現１
１３

２１

１７

２６

１９

２３

２０

作文
３３
作文１
２０
作文１
１８
作文２
２４

１３

５

２２

文法３
１６

１３

１５

２４

１７

３１

１９
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会話３
２９
会話３
１５
会話３
１８
作文１
１６

１３

１５

２１

文法２
１３

２２

２０

２４

１８

１１

１４

作文
２６
会話２
２２
会話２
１８
会話２
１６
読解２
１８

１５

１６

２２

文法１
９

１７

１６

１５

１９

１８

２５

上級Ｂ
２０
２０
２１

会話Ｂ
３１
会話１
１０
会話１
１９
会話１
２３
読解１
２２

９

１７

８

漢字３
１２

２１

２２

２４

２５

１８

２５

上級
１３
上級
８
３
３２
上級
９
１２
上級
１８
１９
１５
８
４
８
３
３

上級Ａ
２０
１６
１５
上級
３０
会話Ａ
２６
読解２
１８
読解２
８
読解２
１６
漢字２
１６

１３

７

１６

漢字２
１４

２３

２７

２５

２０

２５

１８

中級Ｃ
５
６

中級Ｃ
１８
１７
１７
１６
９
１４
７
７

中級Ｃ
２２
２３
２７
中級Ｃ
３８
視聴覚
９
読解１
１７
読解１
１４
読解１
１２
漢字１
８

９

７

１２

漢字１
６

１９

１３

１３

１０

１７

１２

中級Ｂ
１８
６
１８
中級Ｂ
６
４

中級Ｂ
１９
１８
１１
１９
１２
１２
１１
１１
中級Ｂ
２６
２０
３０
中級Ｂ
２０
読解
２３
演習２
１４
文法２
１９

中級文法
２０
初級４
１４
１４
１５
１５

２
５
８
初級４
９
６
１０
１４
８
１４
１２
１４
１５
１６
８
２５
１５
１９

中級
１１
中級Ａ
６
９
２１
中級Ａ
７
７

中級Ａ
１５
１７
１９
２１
２０
１１
１３
１３
中級Ａ
２４
３２
３４
中級Ａ
２３
演習
２３
演習１
８
文法１
９

中級漢字
１６
初級３
１４
１４
１５
８
３
５
１２
９
初級３
４
１０
１２
１８
１７
２０
１３
１６
１３
１６
２２
１６
１８
１１

初級Ｂ
７
１７
１２
１２
８
５
１０
１０
初級Ｂ
１３
１５
１３
初級Ｂ
１７
初級２
１８
初級２
２２
初級２
１９
初級２
１７
初級２
１２
１２
４
６
７
６
７
７
初級２
８
９
１７
１９
２２
１３
１６
１５
１６
１９
１７
２１
１０
１２

初級
７
初級
８
４
１８
初級
５
１８
初級Ａ
８
７
１５
１０
８
５
１３
１２
初級Ａ
１５
１２
１４
初級Ａ
１７
初級１
１８
初級１
２３
初級１
２６
初級１
１７
初級１
１２
７
９
１３
８
１２
１４
３
初級１
７
８
２０
１１
１３
６
１５
２２
１３
１０
１６
７
１５
１０

昭和５９年前期

昭和５９年後期
昭和６０年前期
昭和６１年後期

昭和６１年前期
昭和６１年後期

昭和６２年前期
昭和６２年後期
昭和６３年前期
昭和６３年後期
平成１年前期
平成１年後期
平成２年前期
平成２年後期

平成３年前期
平成３年後期
平成４年前期

平成４年後期

平成５年前期

平成５年後期

平成６年前期

平成６年後期

平成７年４月期
平成７年７月期
平成７年１０月期
平成８年１月期
平成８年４月期
平成８年７月期
平成８年１０月期
平成９年１月期

平成９年４月期
平成９年７月期
平成９年１０月期
平成１０年１月期
平成１０年４月期
平成１０年７月期
平成１０年１０月期
平成１１年１月期
平成１１年４月期
平成１１年７月期
平成１１年１０月期
平成１２年１月期
平成１２年４月期
平成１２年７月期

資料２ 一般日本語、全学日本語受講生推移
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